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成果に関連して出版、もしくは印刷、投稿中の論文リスト

��� このプロジェクト（同様の過去のプロジェクトも含む）での成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）
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��� これまでのプロジェクトの今年度中の成果
今年度中に出版された論文、国際会議集録、国際会議、学会、研究会発表、その他出版物（印

刷中、投稿中の場合はその旨を記載すること）
※ 評価資料として利用いたしますので、様式・順序は任意ですが、学術論文については題名、著
者、発行年月、雑誌名、巻、ページが記載されていること。
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成果の概要

��� &�&�)*� 輻射輸送計算を、銀河中心超巨大ブラックホール周辺の回転ガストーラスに適用し、
自己重力、輻射冷却、銀河回転などによって駆動される、その乱流的な微細構造がアルマ望遠鏡
等の次世代干渉計観測のよって分解される可能性を指摘した。���5、���5等の回転高励起準位
からの遷移での輝線スペクトルを計算し、ライン強度比などを予測した。論文 8�9参照。

��� &�&�)*� 輻射輸送計算を、磁場を持って回転している星間雲の重力収縮する状態に適用し、
落下しつつある円盤状の星間雲の観測的可視化をおこなった。4B�軸対称 �次元計算の結果を
�次元デカルト座標一様格子に写像し、�次元の輻射輸送計算を行った。
その結果、図 �に示されるような結果を得た。� O ��� ��度の円盤を斜めから見た場合、密度
分布は軸対称であっても、観測される輻射強度では左右の非対称を生じることを見いだした。こ
れは、円盤からの輻射が落下しつつあるエンベロープの低温ガスで吸収されて生じたものと考え
られ、落下しつつあるガスが吸収する赤方変移成分がエンベロープで選択的に吸収されることに
より、青方変移成分を放出する手前方向に回転している側 �この場合右下）が向こう方向に回転し
ている側 �左下）に比べて強く吸収され非対称を生じるものと考えられる。
これによって、今後、シミュレーション結果を直接観測事実と比較することが可能となった。



図 �� ���5�� O �� ��の積分強度マップ。�は視線と対称軸との間の角度を表し、左上が円盤を
フェースオンで、右下は円盤をエッジオンで見たときの強度分布を示す。


